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▼
大
切
な
家
族
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
。
備
え
の
再
確
認
を

▼
集
め
た
プ
ラ
を
追
う　

～
プ
ラ
製
包
装
容
器
の
行
方
～　

な
ど　

自
治
会（
区
）加
入
の
お
願
い

日
向
市
区
長
公
民
館
長
連
合
会
か
ら
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私
た
ち
自
治
会（
区
）は
、
お
な
じ
地
域
で
暮
ら
す
住
民
が
親
睦
を
深
め
、
み
ん
な
で
こ
こ

ろ
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
、
地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
課
題
も
増
え

て
き
ま
す
。
自
治
会（
区
）に
未
加
入
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
自
治
会
に
加
入
し
て
、
と
も
に
手
を

取
り
助
け
合
い
、
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

自
治
会（
区
）加
入
の
お
願
い

　

自
治
会（
区
・
公
民
館
）は
、
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
拠
点
で
す
。

　
さ
ら
に
、
行
政
と
市
民
と
の
協
働
を
推
進

し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
役
割
を
担
う
組
織

で
す
。

　
市
は
、
新
し
い
総
合
計
画
の
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
む
べ
き
方
向
と
目

標
を
、「
市
民
が
奏か

な

で
る
＂交
響＂
空
間
優
し

く 

強
く 

温
か
い 

人
と
ま
ち
」と
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
自
治
会
と
の

連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　
市
は
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集
合
住
宅
に
住

ん
で
い
る
人
で
自
治
会
に
未
加
入
の
人
た
ち

に
対
し
て
、
日
向
宅
地
建
物
取
引
業
協
同
組

合
に
自
治
会
加
入
の
チ
ラ
シ
配
布
を
依
頼
し
、

自
治
会
に
つ
い
て
の
理
解
や
自
治
会
へ
の
加

入
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　

自
治
会（
区
）に
加
入
し
た
い
け
れ
ど
、
住

ん
で
い
る
地
域
の
自
治
会
の
連
絡
先
な
ど
が

わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
、
市
民
協
働
課
市

民
協
働
係（
☎
内
線
６
２
５
１
）に
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▶近くの公園や排水路の清掃など、自
分たちが暮らす地域の生活環境の美化
に積極的に取り組んでいます。

▶伝統ある地域行事やスポーツ大会な
どを開いたりして、おなじ地域で暮ら
す人たちの親睦を深めています。

▶防犯灯の維持管理や地域の子どもた
ちの見守りなど、地域の安全・安心を
守る活動に取り組んでいます。

▶そのほか、地域の環境、文化や福祉
の向上を目指したさまざまな活動をし
ています。

▶防犯灯の維持や、地域の安全を高める経費に。
▶地域の文化、体育行事などを開く経費に。
▶地区公民館の運営など、また環境を美化する
経費に。
▶そのほか、地域の生活環境を整える経費に。

※区費の金額や用途は、それぞれの地域によって異な
ります。

▶市が発行する広報紙や回覧板などで、日常の
生活に欠かせないくらしの最新情報が、より早
く確実に届きます。
▶地域で催される楽しい親睦行事など、さまざ
まな地域の情報が確実に届きます。
▶ごみの資源化や資源物の回収など、地域の環
境に配慮した取り組みなどに、積極的に参加す
ることができます。

 自治会（区）に加入すると、こんないいことが

 徴収させていただく区費は、こんなことに使われます

日
向
市
区
長
公
民
館
長
連
合
会
か
ら

市
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

自
治
会（
区
）加
入
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
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自
治
会（
区
）加
入
の
お
願
い

日
向
市
区
長
公
民
館
長
連
合
会
か
ら

 私たち自治会（区）は、こんな活 動に取り組んでいます

自治会（区）加入のお願い
特集１
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巨
大
津
波
の
記
憶

　
遠
い
昔
、
私
た
ち
の
先
祖
の
縄
文
人
は
標

高
30
㍍
以
上
の
高
台
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
当
時
の
海
岸
線
が
現
在
よ
り
も

内
陸
部
に
入
り
込
ん
で
い
た
た
め
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
き
の
東
日
本
大
震
災
以

来
、
彼
ら
が
巨
大
な
津
波
の
記
憶
を
子
や
孫

に
伝
え
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
る

研
究
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
遺
跡
の
分
布
状
態
を
み
る

と
、
平
野
に
降
り
て
き
て
稲
作
を
営
む
よ
う

に
な
っ
た
は
ず
の
弥
生
人
た
ち
が
、
相
変
わ

ら
ず
高
台
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
は
３
～
８
世
紀
の
古
墳

時
代
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
ず
、
平
野
部
に
人

が
進
出
し
は
じ
め
る
の
は
平
安
時
代
以
降
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
発
生
し
た
災
害
の
う

ち
、
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
下
表
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
、
改
め
て
こ
う

し
た
歴
史
上
の
事
実
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歴
史
は
繰
り
返
す

　
宮
崎
県
沖
で
は
、
今
後
30
年
以
内
に
70
～

80
％
の
確
率
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス

の
大
地
震
が
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
プ

レ
ー
ト
型
地
震
が
連
動
し
て
起
こ
る
と
、
日

向
灘
で
も
地
震
が
同
時
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
こ
の
場
合
、
断
層
の
長
さ
＝
７
０
０
㎞

（
４
５
０
㎞
）、
地
震
の
規
模
＝
Ｍ
９
ク
ラ
ス

（
Ｍ
９
．
０
）、
津
波
の
高
さ
＝
５
～
10
メ
ー

ト
ル（
カ
ッ
コ
内
数
値
＝
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
）の
よ
う
な
巨
大
地
震
が
起
こ
る
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
よ
そ
３
０
０
年
前
に
起
こ
っ
た
宝
永
地

震
は
、
日
向
灘
も
含
め
て
連
動
し
た
可
能
性

が
高
く
、
さ
ら
に
そ
れ
は
３
０
０
年
か
ら

４
０
０
年
の
周
期
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と

い
う
研
究
成
果
も
あ
り
ま
す
。

　
何
気
な
い
日
常
を
突
如
襲
う
大
地
震
。
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
の
か
、
誰
に
も
予
測
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
時
、
あ
な
た
は
ど
こ
に
い
る
の
で

し
ょ
う
。
家
、
学
校
、
車
の
中
、
そ
れ
と
も
海

岸
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
大
震
災
を
教
訓
に「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
」と
い
う
意
識
を
常
に
持
ち
、

い
つ
ど
こ
で
地
震
に
あ
っ
て
も
迅
速
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
一
人
ひ
と
り
が

考
え
て
お
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

揺
れ
を
感
じ
た
ら
…

▼
屋
内
に
い
る
と
き

　
大
き
な
揺
れ
が
起
こ
る
と
、
衝
撃
や
家
屋

の
ゆ
が
み
に
よ
り
、
ド
ア
が
開
か
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
ド
ア
や
窓
を
開
け

て
出
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、ド
ア
ス
ト
ッ
パ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、

閉
じ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
と
き

　
す
ぐ
に
各
階
の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
最
初

に
停
止
し
た
階
で
降
り
ま
し
ょ
う
。
避
難
の

際
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
う
の
は
避
け
ま
し

ょ
う
。
余
震
で
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た

り
、
火
災
発
生
時
に
煙
の
通
り
道
と
な
り
非

常
に
危
険
で
す
。

▼
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

　
ま
わ
り
の
状
況
に
注
意
し
な
が
ら
徐
々
に

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
い
っ
た
ん
左
側
に
停

車
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
後
、
状
況
を
見
て
駐
車
場
や
広
場
な

ど
に
移
動
し
て
駐
車
し
ま
す
。

　

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
車
外
に
出
ず
、

ラ
ジ
オ
で
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。
車
で

の
避
難
は
、
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
と
な

り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
高
速
道
路
は
、
安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で

通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。
高
速
道
路
か
ら
避

難
す
る
場
合
は
、車
の
キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
せ
ず
、
連
絡
先
な
ど
を
見
え

る
所
に
置
き
、
車
検
証
な
ど
の
貴
重
品
を
持

っ
て
、
非
常
口
の
サ
イ
ン
に
従
い
徒
歩
で
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
街
中
を
歩
い
て
い
る
と
き

　
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、看
板
、

エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
な
ど
、
思
わ
ぬ
も
の
が

落
ち
て
く
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
販
売
機
な
ど
が
倒
れ
て
く
る

危
険
も
あ
り
ま
す
。
建
物
か
ら
は
離
れ
ま
し

ょ
う
。

　
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
安
全
そ

う
な
建
物
の
陰
に
身
を
隠
し
、
持
っ
て
い
る

も
の
で
頭
や
首
筋
を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
中
に
い
る
と
き

　

陳
列
棚
が
倒
れ
て
く
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
す
ぐ
に
棚
の
間
か
ら
出
て
、
入
り
口
な

ど
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
移
動
し
、
落
下
し
そ

う
な
照
明
器
具
な
ど
に
注
意
し
な
が
ら
、
外

に
避
難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
き
な
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
、
出
入
り
口

に
人
が
殺
到
し
大
混
乱
に
な
り
ま
す
。

　
通
常
の
出
入
り
口
と
反
対
側
に
、
非
常
口

が
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
覚
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼
海
岸
に
い
る
と
き

　
す
ぐ
に
海
岸
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。
避
難

の
指
示
や
勧
告
を
待
た
ず
に
安
全
な
高
台
や

避
難
場
所
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
計
画
の
見
直
し

　
東
日
本
大
震
災
の
厳
し
い
被
害
状
況
を
受

け
て
、
将
来
間
違
い
な
く
発
生
す
る
東
南

海
・
南
海
地
震
に
備
え
て
、
市
は
近
く
全
庁

横
断
的
な
防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

足
し
、
専
門
家
の
意
見
も
交
え
な
が
ら
、
現

行
の
防
災
計
画
な
ど
の
見
直
し
を
早
急
に
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
標
高
な
ど
を
考
慮
し
た
避
難
所

の
見
直
し
、
津
波
浸
水
予
測
区
域
内
に
避
難

所
誘
導
表
示
や
高
さ
表
示
の
設
置
を
進
め
る

ほ
か
、
津
波
浸
水
予
測
区
域
内
に
あ
る
施
設

で
、
構
造
や
階
層
な
ど
一
定
の
基
準
を
満
た

し
た
民
間
の
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を「
津
波

避
難
協
力
ビ
ル
」と
し
て
協
力
を
お
願
い
す

る
な
ど
、
津
波
か
ら
の
緊
急
避
難
先
の
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　　
台
風
、
梅
雨
前
線
豪
雨
、
地
震
な
ど
に
よ

り
全
国
各
地
で
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
の
備
え
と
早
め
の
避
難
が
重
要
で

す
。

▼
土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が

高
ま
っ
た
と
き
に
は
、
警
戒
情
報
や
避
難
に

関
す
る
情
報
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
に

流
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難
を

•

危
険
箇
所
を
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

•

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
事
前
に
確
認
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

•

高
齢
者
や
身
体
が
不
自
由
な
人
は
、
移
動

時
間
を
考
え
て
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
土
砂
災
害
に
は
こ
ん
な
前
兆
現
象
が

　
こ
ん
な
現
象
を
見
た
ら
、
聞
い
た
ら
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

「
が
け
崩
れ
」は
、
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
落
下
、

湧
水
発
生
、
斜
面
の
ふ
く
ら
み
な
ど
。

「
土
石
流
」は
、地
鳴
り
、渓
流
水
位
の
激
減
、

渓
流
内
で
転
石
の
音
な
ど
。

「
地
す
べ
り
」は
、
湧
水
量
の
増
加
、
池
や
沼

の
水
位
の
急
変
、
落
石
・
小
崩
落
な
ど
。

問
総
務
課
危
機
管
理
係（
☎
内
線
２
２
２
２
）

津
波
避
難
の
ポ
イ
ン
ト

揺れたら 大きな揺れから身を守り、おさまってから避難しましょう。

とにかく 津波警報や注意報の発表は待たず、直ちに避難しましょう。避難するときに必要な眼鏡・薬・
携帯ラジオ・懐中電灯などは、すぐに持ち出せるようにしておきましょう。

走って
近くの高台や頑丈で高い建物（鉄筋コンクリート３階以上）などへ逃げましょう。東日本大震
災では車で避難している最中に身動きが取れなくなり、津波に巻き込まれて多くの人が亡く
なっています。走って逃げるようにしましょう。

６時間以上 津波は繰り返し襲ってきます。安全な場所に避難したら、津波警報などが解除されるのをラ
ジオなどで確認できるまでは戻らないでください。

日ごろから 逃げる場所・経路（できれば複数）を日ごろから確認し、訓練しましょう。家族がバラバラに
被災したときのことを考えて、全員が無事避難できるよう家族で話し合っておきましょう。

◉
日
向
を
襲
っ
た
地
震
と
津
波

紀
年
月
日

西
暦

名
称
・
呼
称

最
大

震
度

仁
和
３
・
７
・
30
８
８
７

仁
和
南
海
地
震

―

明
応
７
・
６
・
20
１
４
９
８

明
応
日
向
灘
地
震

―

天
正
13
・
10
・
15
１
５
８
５

天
正
十
三
年
地
震

―

慶
長
９
・
12
・
16
１
６
０
５

慶
長
南
海
地
震

―

寛
文
２
・
９
・
20
１
６
６
２

外
所
地
震

６

貞
享
１
・
11
・
16
１
６
８
４

貞
享
元
年
地
震

―
宝
永
４
・
10
・
４
１
７
０
７

宝
永
地
震

７

明
和
６
・
７
・
28
１
７
６
９

明
和
六
年
日
向
灘
地
震

６

安
政
１
・
11
・
５
１
８
５
４

安
政
南
海
地
震　

高
鍋
城

破
、
美
々
津
大
浪
口
伝

５

明
治
18
・
８
・
12
１
８
８
５

鹿
児
島
湾
地
震

（
弱
）

明
治
19
・
８
・
10
１
８
８
６

豊
予
海
峡

（
弱
）

明
治
20
・
４
・
29
１
８
８
７

四
国
沖
～
日
向
灘

明
治
32
・
11
・
25
１
８
９
９

日
向
灘
地
震　

10
月
に
台

風
の
大
波
被
害
あ
り

―

明
治
36
・
10
・
11
１
９
０
３

日
向
灘
地
震

―

明
治
42
・
11
・
10
１
９
０
９

明
治
四
十
二
年
地
震

―

大
正
２
・
４
・
13
１
９
１
３

日
向
灘
地
震

―

昭
和
４
・
５
・
22
１
９
２
９

日
向
灘
地
震

―

昭
和
６
・
11
・
２
１
９
３
１

日
向
灘
地
震　

細
島
、
避

難
体
験
者
あ
り

―

昭
和
14
・
３
・
20
１
９
３
９

日
向
灘
地
震

―

昭
和
16
・
11
・
19
１
９
４
１

日
向
灘
地
震

５

昭
和
21
・
12
・
21
１
９
４
６

昭
和
南
海
地
震

４

昭
和
23
・
５
・
９
１
９
４
８

日
向
灘
地
震

―

昭
和
36
・
２
・
17
１
９
６
１

日
向
灘
地
震

５

大
切
な
家
族
の
た
め
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
。

備
え
の
再
確
認
を

備えの再確認を
特集２

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
財
・
文
化
振
興
係
調
べ
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クリーンステーション

分別排出選別梱包 運搬

運搬

再商品化（油化）

ひゅうがリサイクルセンター

新日鐡大分製鉄所

化学製品

　

ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
ご
み
収
集
場

所
）で
回
収
し
た
プ
ラ
製
容
器
包
装（
以
下
、

「
プ
ラ
」）は
、
ま
ず
竹
島
町
に
あ
る
ひ
ゅ
う

が
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
手
作
業
で
不
適
物
を
選
り
分
け
た

後
、
お
よ
そ
１
㎥
の
サ
イ
コ
ロ
状
に
圧
縮
梱

包
。そ
の
重
さ
は
約
２
５
０
㎏
に
な
り
ま
す
。

　
圧
縮
梱
包
さ
れ
た
プ
ラ
は
、
つ
ぎ
に
㈶
日

本
容
器
包 

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
指
定
工
場

で
あ
る
大
分
市
の
新
日
鐡
大
分
製
鉄
所
へ
運

ば
れ
ま
す
。

　

製
鉄
所
に
は
石
炭
か
ら
製
鉄
の
燃
料（
コ

ー
ク
ス
）を
作
る
コ
ー
ク
ス
炉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ク
ス
炉
に
、
前
処
理
し
た「
プ
ラ
」

を
投
入
す
る
と
、
高
温
で
熱
分
解
さ
れ
て
ガ

ス
と
し
て
回
収
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ガ
ス
を
精
製
す
る
と
再
生
油（
炭
化

水
素
油
）と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
製
品

の
原
料
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　　

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
回
収
が
始
ま
っ
て
３
か
月
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
の
お
か
げ
で
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
集
め
た
プ
ラ
は
ど
こ
へ
行
き
、
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
か
、

プ
ラ
を
出
す
と
き
に
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
特
集
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ　

環
境
整
備
課　

☎
53
・
2
2
5
6

　　

こ
れ
ら
一
連
の
工
程
で
、
困
る
の
が「
プ

ラ
」以
外
の
不
適
物
の
混
入
や「
プ
ラ
」へ
付

着
し
た
汚
れ
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
は
、
市
町
村
が
持
ち
出
す「
プ
ラ
」の
品

質
を
定
期
的
に
検
査
し
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
の
３

段
階
に
ラ
ン
ク
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
で
Ｄ
ラ
ン
ク
に
な
る
と
、「
プ

ラ
」を
再
商
品
化
事
業
者
に
運
ぶ
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
市
が
多
額
の
費
用
を
か
け
て

独
自
に
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。４
月
に
行
わ
れ
た
品
質
検
査
の
結
果
、

日
向
市
の「
プ
ラ
」は
、
最
高
の
Ａ
ラ
ン
ク
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
ご

み
収
集
場
所
）に
持
ち
出
さ
れ
た「
プ
ラ
」の

中
に
は
、
不
適
物
や
汚
れ
た
も
の
が
混
ざ
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
現
在
、
啓
発
の
た
め

取
り
残
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

　
ま
た
、
ひ
ゅ
う
が
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
選
り
分
け
た
不
適
物
や
汚
れ
た
も
の
は
全

体
の
お
よ
そ
７
㌫
に
な
り
ま
す
。

　
汚
れ
が
と
れ
な
い「
プ
ラ
」は
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
な
い
た
め
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
、

持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
回
収
し
た「
プ
ラ
」の
中
に
紙
製
容
器
包
装

の
混
入
が
多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

　
容
器
包
装
に「
プ
ラ
」と「
紙
」の
マ
ー
ク
が

並
ん
で
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ど
の
部

分
が「
プ
ラ
」か「
紙
」か
を
確
認
し
て
分
別
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、「
紙
」が
表
示
さ
れ

て
い
る
も
の
で
も
、次
の
も
の
は
資
源
物（
古

紙
類
）で
は
な
く
、
燃
や
せ
る
ご
み
で
す
。

◉
に
お
い
が
強
い
も
の（
洗
剤
や
線
香
の
箱
）

◉
ア
ル
ミ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
し
て
あ
る
も
の

◉
防
水
加
工
が
し
て
あ
る
も
の（
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
や
デ
ザ
ー
ト
の
カ
ッ
プ
）

クリーンステーション

分別排出選別梱包 運搬

運搬

再商品化（油化）

ひゅうがリサイクルセンター

新日鐡大分製鉄所

化学製品

ず
ゆ
　　

ね
り

ずずず
ゆ

ねねねねねねね
り
ね
り

集
め
た
プ
ラ
を
追
う

　
　

～
プ
ラ
製
包
装
容
器
の
行
方
～

再
資
源
化
の
流
れ

評
価
さ
れ
る
プ
ラ
の
品
質紙

製
容
器
包
装
の
混
入
が
多
く
て

困
っ
て
い
ま
す

本体

ストロー袋

本体

ストローの袋

内側がアルミコーティング

拡大

裏面がアルミコーティング

拡大

ふた
カップ

外装フィルム

ふた
カップ

外装フィルム
調味料袋

拡大

箱 取り出し口

◀ストローの袋のみ
が「プラ」対象。
本体部分とストロー
は燃やせるごみ。

◀外装フィルムのみ
が「プラ」対象。
カップとふたは燃や
せるごみ。

◀取り出し口部分の
みが「プラ」対象。
箱の部分は資源物
（古紙類）。

▲日本容器包装リサイクル協
会による定期検査。「プラ」以
外の不適物の混入を調べてい
る様子。プラ容器包装適合比
率99.15㌫でＡランクと評価
されました。

集めたプラを追う
特集３



まちかど
フリートーク

日 向市駅西口に４月開所した障がい者
の活動と交流の拠点「日向市障がい

者センター」。市内５つの障がい者団体な
どでつくる連絡協議会が管理しています。
各種団体やサークルなどが自主的に行う学
習・会議・軽スポーツなどの場として、広
く市民の皆さんに利用してほしいですね。

日向サンパーク温泉 お舟出の湯

甲斐　珠
た ま み

美 さん
（富高：18歳）

今 春、高校を卒業し入社。温泉館の売
店で働いています。先輩方のやさし

い指導もあり仕事にもだいぶ慣れました。
お客さんとのふれあいも大切な仕事。早く
一人前になれるようがんばります。現在、
６月限定お得な前売り券を販売中です。11
枚綴りの4000円。ぜひお買い求めください。

～ さまざまな情報を発信♪ ～　障がい者センターあいとぴあ

　～ 入浴、お食事、お買いものに ～ 　 ６月限定お得な前売り券

日向市障がい者団連絡協議会

理事長　佐藤　正由 さん
（中堀町：64歳）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

「
ザ
・
ひ
ゅ
う
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

演
芸
祭
」が
４
月
23
日
、
市

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
日
本
大
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
被
災

地
の
復
興
と
、
今
年
の
夏
に
日
向
市
で

開
催
さ
れ
る「
第
３
回
こ
ど
も
落
語
全

国
大
会
」の
応
援
と
い
う
２
つ
が
大
き

な
目
的
で
す
。
私
も
ダ
ン
ス
で
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
た
林
田
さ
ん
と
い
う
人
か
ら
、
４
か

月
前
に「
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
く
れ
な
い

か
」と
い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
私

は
、
そ
れ
か
ら
ど
ん
な
ダ
ン
ス
や
音
楽

が
い
い
か
な
ど
を
考
え
始
め
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
コ
メ
デ
ィ
ー
タ

ッ
チ
の
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
た
方
が

よ
い
と
思
っ
た
の
で
、
お
客
さ
ん
が
楽

し
く
笑
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ダ
ン

ス
に
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ダ
ン
ス
の
た
め
に
髪
を
伸
ば

し
、髪
型
を「
ア
フ
ロ
」調
に
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は「
ア
フ
ロ
」調
の
髪
に

鉛
筆
を
刺
し
た
格
好
で
楽
し
く
踊
り
ま

し
た
。
お
客
さ
ん
に
も
好
評
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
落

語
、
漫
才
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
本
当
に

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
誘
っ
て
く

れ
た
林
田
さ
ん
、
そ
し
て
来
場
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

ア
ー
ル
の
日
向
見
聞
録
第８話

国
際
交
流
員

「髪
を
伸
ば
し
て
い
た
理
由
…　

ア
フ
ロ
で
ダ
ン
ス
♪
」　

の
巻

文 : カナダから来た
第10代日向市国際交流員
アール　アミーン　ザッカ（24）

人がまちをつくる Human のコーナーはお休みします。

「The・ひゅうがチャリティー演芸
祭」会場で、東日本大震災復興への
募金をお願いしたところ、たくさん
の皆さんにご協力をいただき、あり
がとうございました。日本赤十字社
を通じて、被災地へ届けさせていた
だきました。私もこれから、いろい
ろなかたちで協力できるようがんば
ります。「がんばろう日本！」

特定非営利活動法人

日向市障がい者センター「あいとぴあ」
日向市上町9189番地1　・施設概要 / 会議室、
交流室、相談室、機能訓練室　・開館時間
/ 午前９時～午後10時まで　・休館日 / 毎週
月曜日、12月29日～翌1月3日
☎52・5434 　　52・5460
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美
郷
町
北
郷
区
椎
野
地
区
に
あ
る

「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」は
、
見
ご
ろ
と
な

る
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て

色
鮮
や
か
な
紫あ
じ
さ
い
陽
花
約
３
万
本
が
咲
き

誇
り
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

　
開
花
期
間
中
は
、
地
元
の
人
た
ち
に

よ
る
特
産
品
な
ど
の
販
売
や
、「
あ
じ

さ
い
祭
り
」の
開
催
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
癒
し
の
郷「
あ
じ
さ
い
ロ
ー

ド
」に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
場
所　
美
郷
町
北
郷
区
椎
野
地
区
＝

日
向
市
中
心
部
か
ら
、
車
で
お
よ
そ
１

時
間
。
美
郷
町
役
場
北
郷
支
所
よ
り
県

道
２
１
０
号
線
を
日
之
影
町
方
面
へ
。

※
開
花
期
間
中
の「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」

は
一
方
通
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
美
郷
町
役
場
北
郷
支
所
企
画
情
報
課

☎
62
・
６
２
０
１

広域情報掲示板

２０１１第２８回日向ひょっとこ夏まつり

本祭り８月６日㈯	前夜祭５日㈮

がんばろう日本

美
郷
町
か
ら
の
情
報

あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド

個人戦出場者募集
　８月５日㈮の前夜祭で、ひょっとこ
の踊り手、一個人としての演技力を競
い、各部門のナンバーワンを決定！

募 集 要 項
◉募集部門　きつね ･ おかめ ･ ひょっとこの
各部門。グループごとに４～５分間ステージ
上で踊りを披露。参加人数により、各部門を
混合する場合もあり。
◉応募資格　翌日のパレードの参加者であれ
ば、年齢、性別を問わない。エントリーは１
人１部門に限る。だだし、小学生以下は保護
者同伴で。
◉参加料　無料

表　彰
橘ひょっとこ踊り保存会の審査で、表現力、
および演技の優れた個人に対し、賞を授与し
表彰する。
ひょっとこの部　第１～３位
きつね・おかめ各部　第１位

申 込 締 切

6/2７月必着

パレード参加団体募集
　８月６日㈯の本祭りパレードに参
加するひょっとこ踊り参加団体「連（れ
ん）」、および個人参加者を募集します。
個人参加者は『にわか連』を結成！

募 集 要 項
◉参加資格　団体、個人
◉留意事項　各団体に１人、団体名を掲示し
たプラカード持つ人が必要。なおプラカード
は、主催者で準備。オリジナルのプラカード（団
体名・所在地を表示する。形状は問わない）、
社名や、商品ブランド名の入ったのぼり旗、
着ぐるみなどの持ち込みによる参加も大歓迎。
◉参加料　無料

表　彰
チームワーク・表現・技術の優れた連に対し、
次の賞を授与。
◉第１位（大賞）＝賞金10万円、第２位（金賞）
＝賞金５万円、第３位（銀賞）＝賞金３万円。
その他、各賞も多数、観客が選ぶ踊り子大賞も。

申 込 締 切

6/27 月必着

みんなでオリジナルＴシャ
ツを着て、日向ひょっとこ
夏祭りを盛り上げよう
　￥1,800 円　好評発売中

【サイズ】　S（160）、Ｍ、Ｌ、ＸＬ、
ジュニア（100）

【カラー】　黒、赤、ナチュラル（淡
いベージュ）、ライトパープル（ジ
ュニアのみ）

【販売場所】　まちの駅とみたか
/ 道の駅日向 / 日向サンパーク温
泉お舟出の湯 / 馬ケ背茶屋 / 道の
駅とうごう詩季彩　ほか

問い合わせ・申し込み
日向ひょっとこ夏祭り実行
委員会事務局（㈳日向市観光
協会内）☎５５・０２３５

日向市制施行60周年記念事業
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第24回砂の造形大会が５月
15日、伊勢ケ浜海水浴場で開
かれました。家族や友人、学
校や職場などで参加した40
グループおよそ800人が、壮
大な海を目の前に砂の造形づ
くりに汗を流しました。クラ
スのみんなでハリーポッター
のお城を制作した丸山恭

きょうか
佳さ

ん（大王谷学園４年）は「どう
か魔法で東北地方を元どおり
に。復興への願いを砂像に込
めました」と話していました。

自
然
と
ふ
れ
あ
い　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を

白い砂浜にガンバレの文字

日向を代表する食材の一つ、
地鶏を PR しようと「日

ひ な た
向ぼっ

こ―よりどり地鶏フェスタ in
ひむか」が５月15日、駅前交流
広場ひむかの杜で開かれまし
た。日向・入郷地域から地鶏
などを扱う飲食業者など13社
が参加し、みやざき地

じ と っ こ
頭鶏の

炭火焼きをはじめ、唐揚げや
コロッケなど自慢の料理を提
供。たくさんの市民が、地鶏
料理に舌鼓を打ちながらステ
ージイベントを楽しみました。

日
向
の
食　
「
地
鶏
」に
着
目
し
た
イ
ベ
ン
ト

日向のうめえが大盛況

市議会議員選挙（４月24日投
開票）の当選証書付与式が26
日あり、市選挙管理委員会の
黒木輝章委員長が「元気で活力
ある市政の実現に向け、市民
の負託に応えてほしい」と当選
証書を手渡しました。当選人
を代表し日高和広さん（51歳）
が「未来を担う子どもたちにす
ばらしい日向市を託すことが
私たちの使命。市民の期待と
責任を忘れず、一生懸命努力
します」と決意を述べました。

議
会
、
行
政
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

２２人に当選証書を付与

１
日
と
し
ょ
か
ん
い
ん　

笑
顔
で
お
手
伝
い

春のとしょかんまつりが５月
14日、市立図書館で開かれま
した。一日図書館員の山本 栞

しおり

さん（財光寺南小５年）と児玉
知
ともひろ

大さん（細島小４年）の２人
がカウンターで図書の貸出や
返却の受付。初めての経験に
最初は緊張していたもののす
ぐに慣れ、笑顔で接客してい
ました。恒例の古本市やおは
なし会、わらべうたで遊ぶイ
ベントなどもあり、たくさん
の親子連れでにぎわいました。

恒例の古本市に長蛇の列

2011.04-05　Hyuga Times

宮崎市の県総合運動公園など
で５月８日、「第10回宮崎県障
がい者スポーツ大会」が開かれ
ました。開会式では、昨年全
国大会に出場し卓球競技で金
メダルを獲得した三宅美佐子
さん（64歳・財光寺）が「スポー
ツができるよろこびをかみし
め、全力でプレーします」と河
野知事に宣誓。県内各地から
参加した1637人が、陸上競技
や水泳、バレーボールなど９
競技で熱戦を繰り広げました。

市
選
手
団
総
勢
１
２
０
人
が
は
つ
ら
つ
プ
レ
ー

県障がい者スポーツ大会

第32回日向市美術展覧会が
４月29日から５月５日の間、
市文化交流センターで開かれ
ました。絵画・デザイン、工
芸・彫刻、書、写真の４部門
に、市内外の211人が266点
を出品。期間中たくさんの人
が訪れ、好みの作品の前に足
を止め、ゆっくりと時間をか
け作品を堪能していました。
写真は、「写真の部」で特選に
選ばれた松尾香代子さん（63
歳・財光寺）、５日表彰式で。

市
民
に
親
し
ま
れ
る
美
術
の
祭
典
に

芸術鑑賞の機会を提供

TOPICS がんばろう日本

市は各機関からの要請に応じて、被災地へ職員を派遣しています
▶日向市立東郷病院＝日本医師会からの要請による JMAT 宮崎
県医師会チーム第16隊として５月17日から22日までの間、宮城
県宮城郡七

し ち が は ま ま ち
ケ浜町に災害医療チームを派遣。メンバーは、崎濱

正人院長、井之上剛士看護師、黒木隆紀看護師、市職員糸平和
紀のほか、済生会日向病院の理学療法士・山元公俊さんが同行。
▶日向市職員＝宮崎県市長会（会長・日向市長黒木健二）の派遣
調整第１グループとして、野別浩三（農業委員会）、麻田悦子

（下水道課）、高瀬直樹（市民課）の３人を５月１日から10日の間、
宮城県気仙沼市に派遣。気仙沼総合体育館に設置されている避
難所の運営支援にあたった。今後の派遣予定もあり。

 

玉
ネ
ギ
を
食
べ
て
元
気
を
出
し
て
く
だ
さ
い

財
光
寺
農
業
小
学
校

　
農
業
体
験
を
通
じ
て
食
や
命
の
大
切
さ

を
学
ぶ
財
光
寺
農
業
小
学
校
は
、
こ
の
冬

育
て
た
玉
ネ
ギ
約
３
０
０
㎏
を
、
緊
急
支

援
物
資
と
し
て
宮
城
県
南
三
陸
町
と
山
元

町
の
避
難
所
に
届
け
ま
し
た
。

　
玉
ネ
ギ
は
当
初
、
朝
市
な
ど
で
販
売
す

る
計
画
で
し
た
が
、
今
回
の
震
災
を
受

け
、
子
ど
も
た
ち
が
被
災
地
に
届
け
た
い

と
提
案
。
県
を
通
じ
て
照
会
し
た
と
こ
ろ

２
町
が
野
菜
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
支
援
物
資
と
し
て
送
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
約
20
人
は
４
月
24
日
、
畑

に
集
合
。「
自
分
た
ち
が
作
っ
た
玉
ネ
ギ

を
食
べ
て
、
少
し
で
も
元
気
を
出
し
て
も

ら
え
れ
ば
」と
収
穫
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
葉
を
切
り
落
さ
れ
た
約

１
０
０
０
個
の
玉
ネ
ギ
は
、「
元
気・勇
気・

希
望―

が
ん
ば
れ
東
日
本―

」と
書
か
れ

た
箱
に
詰
め
ら
れ
、
そ
の
箱
一
つ
ひ
と
つ

に
は
み
ん
な
の
集
合
写
真
と
そ
れ
ぞ
れ
が

家
で
書
い
て
き
た
手
紙
が
し
た
た
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
心
を
込
め
て
育
て
て
き

た
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
新
鮮
玉
ネ
ギ
30
箱
。

　
４
月
26
日
、
県
が
取
り
ま
と
め
た
ほ
か

の
支
援
物
資
と
と
も
に
被
災
地
に
向
け
て

輸
送
さ
れ
ま
し
た
。

　　
勉
強
に
必
要
な
も
の
を
津
波
に
流
さ
れ

て
困
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

わ
た
し
た
ち
に
い
ま
で
き
る
こ
と
を
…　

　

日
知
屋
小
学
校
５・
６
年
生
10
人
で
つ

く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が
、
校
内
で

被
災
地
に
学
用
品
な
ど
を
送
ろ
う
と
協
力

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
新
品
の
鉛
筆
や

ノ
ー
ト
な
ど
段
ボ
ー
ル
４
箱
分
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
学
用
品
は
東
京
に
あ
る
財
団

法
人
を
通
じ
て
、
被
災
し
た
小
学
生
の
も

と
に
届
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

松
葉
ゆ
う
か
さ
ん（
６
年
）は「
と
て
も

悲
し
か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
早
く
元
気
を

出
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

学
用
品
を
被
災
地
へ

日
知
屋
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

被
災
地
の
皆
さ
ん
へ

　

地
震
が
お
き
て
１
か
月
が
た
ち
ま
す

が
、
毎
日
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
地
震
の
こ
と
を
知
り「
自

分
も
で
き
る
か
ぎ
り
の
こ
と
を
や
ろ

う
」と
決
め
て
、
お
こ
づ
か
い
の
中
か

ら
募
金
を
し
た
り
、
少
し
で
も
節
電
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
玉
ね
ぎ
は
、
私
た
ち
農
業
小
学

校
が
作
っ
た
玉
ね
ぎ
で
す
。
無
農
薬
で

育
て
ま
し
た
。
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
ま
だ
大
変
な
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
平
和
な
日
本
が
く
る
こ
と

を
宮
崎
か
ら
願
っ
て
ま
す
。

―

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ―

 

あ
る
児
童
の
手
紙
よ
り

東日本大震災

被災地へ
 2011.6 　10



☜携帯電話で撮影した写真を、左のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念に、お子さんのかわいいい写真を投稿してみませんか？　
◉掲載対象＝今月1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児。◉投稿方法＝Eメール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保護者
の連絡先、および30文字程度のコメントを記載して、デジタルカメラや携帯電話などで撮影した高画質写真を添付して送信してください。
※投稿多数の場合、掲載できない場合もあります。◉送信宛先　　public@hyugacity.jp　問総務課秘書広報係（内線☎2235）

読者投稿コーナー　  1.2.3

Happy Birthday
誕生日おめでとう

携帯電話から送信も

尾田　蒼
そうすけ

介 ちゃん
２さい（富高）

元気にたくましい男の子
になってね☆

川添 恵
けいせい

星 ちゃん
３さい（日知屋）

お誕生日おめでとう☆
いつも明るい笑顔をあり
がとう♪

甲斐 大
だ い き

喜 ちゃん
１さい（北町）

これからも、かわいい笑
顔をよろしくね♡

橋本 春
は る と

翔 ちゃん
２さい（日知屋）

会話もできるようになっ
て毎日が楽しいです。産
まれてきてありがとう♡

伊達 朋
と も か

加 ちゃん
１さい（曽根町）

４月から保育園デビュ
ー。早く慣れてたくさ
ん友だちをつくろうね。

乳幼児健診
◉３か月児健診は、受診票を
持参して、市内医療機関で受
診してください。
対象＝平成23年３月生まれ
◉７か月児健診
対象＝平成22年11月生まれ
日時＝６月８日㈬
受付＝午後０時45分から
　　　　　１時15分まで
◉１歳児健康相談
対象＝平成22年５月生まれ
日時＝６月14日㈫
受付＝午前９時30分から10時
◉１歳６か月児健診
対象＝平成21年11月生まれ
日時＝６月９日㈭
受付＝午後１時から
　　　　　１時30分まで
◉３歳児健診
対象＝平成19年11月生まれ
日時＝６月15日㈬
受付＝午後１時から
　　　　　１時30分まで
◉会場 市民健康管理センター
※母子健康手帳を忘れず持参
を。なお、対象児の保護者に
は案内を郵送しています。
問こども課（☎内線2196）

◉日時 ６月11日㈯、午後１
時から４時まで、日向市総合
福祉センター（富高207‒3）で。
問事務局 ☎53・4005（高山）

✚おもちゃ病院ひゅうが

　全国的に小児科医が不足し、
私たちが暮らす県北でも乳幼児
の診療ができる医療機関が減少
しています。このままでは、日
曜・祝日在宅当番医などの救急
医療体制を維持することが困難
な状況になってきました。
　そのため、日向市と延岡市の
小児医療機関が連携して、４月
から、日曜・祝日在宅当番医制
を広域的に運営しています。
　日向市と延岡市の小児医療機
関の連携による在宅当番となり
ますので日向市内の小児（乳幼
児）の患者さんも延岡市内の小
児医療機関を受診していただく
ことがあります。事前に医療機
関の所在地などを確認して受診
してください。
　地域の医療を守るため皆さん
のご理解とご協力をお願いしま
す。

＊　　＊
※在宅当番医は、日曜や祝日ご
とに交代して担当しています。
　受診するときは、新聞や下記
のテレフォンサービス、または
インターネットの総合医療情報
システムなどで当番医を確認し
てください。
問健康づくり課健康増進・地域
医療係（☎内線2184）

日向・延岡の小児医療機関が連携

小児科診療の在宅当番医制が広域化！

地域みんなで子育て応援！

６
月
の
お
は
な
し
会

～
親
子
で「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」～

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
乳
幼
児
向
け

　
９
日　
16
日　
23
日　
30
日

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
。

◉
幼
児
向
け

　
８
日　
15
日　
22
日　
29
日

　
午
後
３
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で
。

◉
小
学
生
向
け 

　
11
日　
18
日　
25
日

　
午
前
11
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

子
ど
も
映
画
上
映
会

◉
６
月
12
日
㈰
、「
桃
太
郎
」「
豆
つ

ぶ
こ
ろ
こ
ろ
」「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」

の
３
本
。
合
計
上
映
時
間
は
、
50
分

程
度
。

◉
７
月
10
日
㈰
、「
赤
ん
坊
に
な
っ
た

お
婆
さ
ん
」「
水
神
さ
ま
と
虹
の
橋
」

「
お
や
ゆ
び
ひ
め
」「
イ
ソ
ッ
プ
と
き

つ
ね
」の
４
本
。
合
計
上
映
時
間
は
、

60
分
程
度
。

新
し
く
入
っ
た
本　

▼
白
川
静
博
士

の
漢
字
の
世
界
へ（
福
井
県
教
育
委
員

会
／
平
凡
社
）　
▼
フ
レ
ン
チ
・
デ
コ
・

イ
ン
テ
リ
ア（
吉
村
み
ゆ
き
／
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
社
）　
▼
い
ろ
い
ろ
サ
ン
ド
イ

ッ
チ（
山
岡
ひ
か
る
／
く
も
ん
出
版
）　

ほ
か

ブックスタート展開中

本に親しみ、こころすこやかに
問市立図書館 ☎54・1919（春原町１–47）
　 http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp
◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分 
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時 
◉６月の休館日（毎週月曜日は休館）

１日～７日（蔵書点検期間）　13日　20日　27日
6月１日㈬から７日㈫は、蔵書点検のため休館ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ

ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
始
ま
っ
た「
赤
ち
ゃ
ん
と

本
を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」

を
応
援
す
る
運
動
で
す
。
７
か
月
児
健
診
の
と
き

に
、
絵
本
や
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
冊
子
な
ど
が
入

っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
す
。 

Let`s support child raising together in our community.

おすすめの本　〜 Recommended Books 〜

　
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
が
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て

病
院
な
ど
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
医

療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
市
が

助
成
す
る
制
度
で
す
。
事
前
の
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。

◉
助
成
の
対
象
に
な
る
児
童

　
6
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
年
度
末

ま
で
の
児
童

◉
助
成
す
る
額　
保
険
診
療
分
の
医

療
費
か
ら
自
己
負
担
額（
受
診
医
療

機
関
ご
と
に
月
３
５
０
円
）を
差
し

引
い
た
金
額　
※
同
一
の
医
療
機
関

で
複
数
の
診
療
科
を
受
診
し
た
場

合
、
診
療
科
ご
と
に
３
５
０
円
の
負

担
が
必
要
で
す
。

◉
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
児
童
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
保
護
者
名
義
の
金
融
機
関
通
帳

※
登
録
手
続
き
後
、
資
格
証
を
発
行

し
ま
す
。

◉
助
成
の
方
法

・
宮
崎
県
内
の
医
療
機
関
・
調
剤
薬

局
の
場
合
＝
医
療
機
関
の
窓
口
で
初

診
日
に
健
康
保
険
証
と
資
格
証
を
提

出
し
て
自
己
負
担
額
を
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
調
剤
薬
局
分
は
自
己
負
担
な
し
。

・
宮
崎
県
外
の
医
療
機
関
・
調
剤
薬

局
の
場
合
＝
医
療
機
関
の
領
収
書

（
領
収
印
と
点
数
の
あ
る
も
の
）を
診

療
・
調
剤
を
受
け
た
翌
月
か
ら
1
年

以
内
に
こ
ど
も
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
し
た
翌
月
20
日
に
、
保

護
者
名
義
の
口
座
に
助
成
額
を
振
り

込
み
ま
す
。

問
こ
ど
も
課
支
援
係

　
（
☎
内
線
２
１
６
３
）

あ
ら
か
じ
め
の
申
請
が
必
要
で
す

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
を
紹
介
し
ま
す

ぜ
ひ
、
お
気
に
入
り
登
録
を
！

総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

interview
子育て真っ最中

日
く さ か べ

下部 薫さん　（財光寺）

元 気な盛り、天馬も3歳になり
ました。日に日に活動的に

なり、このまま健やかに育ってくれ
ることを心から願っています。思わ
ぬケガをしたり、風邪などが流行っ
たりする時期は心配ですが、医療費
の助成が受けられるので、とっても
助かります。元気にこしたことはな
いですが、もし入院することになっ
たときなど、入院費用を心配せずに
済むので安心して看病できるのでは
…。子どもは次世代を担う大切な宝。
これからも乳幼児医療費助成制度が
続いてくれるとうれしいですね。

日
向
市
東
臼
杵
郡
医
師
会

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
53
・
１
２
１
４ 

http://hyuga-ishikai.jp/

※
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
診
前
に
、
必
ず
各
医
療
機

関
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
曜
・
祝
日
な
ど
の
在
宅
医

◉日向市
こどもクリニックたしろ
原町４丁目584

☎56・1515
大王谷こどもクリニック
亀崎西２丁目115－1

☎50・2000

◉延岡市
赤須医院
博労町５－５

☎0982・21・3179
赤須内科小児科医院
桜園町128

☎0982・21・2155
おきしま小児科
大貫町4丁目1338－1

☎0982・33・0222
桜ヶ丘ファミリークリニック
夏田町414－1

☎0982・28・2280
田原病院
伊達町2丁目62

☎0982・32・4987
藤本内科小児科医院
日の出町1丁目21－１

☎0982・34・6195
ほうしやま子どもクリニック
船倉町1丁目１－7

☎0982・21・6551
又木小児科医院
平原町1丁目11－１

☎0982・34・3551
松崎医院
昭和町1丁目11－１

☎0982・21・0001
丸山クリニック
博労町４－４

☎0982・21・6028
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あめのちはれてまたあした

雨 が降る公園で遊んで
い た た ろ う ち ゃ ん

とだいちゃん。大の仲良
しの2人は、1つしかない
シャベルをめぐってけん
かをしてしまい…。幼児
の心の機微を変わりゆく
天気とともに描いた絵本。

比嘉こずえ／作・絵
ひさかたチャイルド

日本のアジサイ図鑑

日 本で見ることのでき
る代表的な品種から、

外国産の希少品種、最新の
品種まで、600種類のアジ
サイを系統別に分類し、そ
れぞれのカラー写真、特
徴、樹高、開花期を掲載。
栽培・繁殖法、アジサイ園
や名所の一覧なども併載。

川原田邦彦・三上常夫・若
林芳樹／著　柏書房

親のメンタルヘルス

子 育ての難しい時代の親
たちは、心が疲れて一

息つきたい思いに駆られて
います。そんな時代の親たち
のメンタルヘルスの現状を
明らかにし、より良い子育て
ライフを支援するためのヒ
ントを紹介します。

青木紀久代／編集
ぎょうせい



歴史探訪

郷
土
の
文
化
財
�　

塩
見
城
跡
、
高
平
城
跡
を
訪
ね
る

f o o d

w a l k

塩
見
地
区
に
あ
る
市
営
城
山
墓
園
は
、

塩
見
城
跡
の
一
部
を
利
用
し
て
い

ま
す
。塩
見
城
も
日
知
屋
城
と
同
じ
よ
う
に
、

伊
東
氏
の
支
配
を
受
け
て
い
た
城
で
、
伊
東

氏
が
島
津
氏
に
敗
れ
た
あ
と
は
、
島
津
氏
の

支
配
下
に
入
り
ま
し
た
。

　

塩
見
城
は
、
南
北
朝
時
代（
１
３
３
１
～

１
３
９
１
年
）に
土
持
氏
が
築
い
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
今
で
も
城
跡
の
あ
ち
こ
ち
で

戦
国
時
代
の
陶
磁
器
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
城
跡
の
北
に
連
な
る
山
の

中
に
は
、
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
深
い
溝（
堀
切
）の
跡
が
い
く
つ
か
残
っ

て
お
り
、
か
な
り
強
固
な
城
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
塩
見
城
跡
の
西
側
に
位
置
す
る
中

村
地
区
に
も
高
平
城
と
呼
ば
れ
る
古
い
城
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
城
跡
は
、
あ
ま
り

大
き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
城
跡
の

中
央
に
掘
ら
れ
た
溝
の
中
か
ら
は
戦
国
時
代

ご
ろ
の
皿
や
茶
わ
ん
の
破
片
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
塩
見
城
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
に

利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
も
し
か
す
る
と
高
平
城
は
、
塩
見
城
の
出

城
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
周
辺

に
は
ま
だ
い
く
つ
か
の
城
跡
が
残
さ
れ
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、伊
東
氏
を
破
っ
た
島
津
氏
は
、

塩
見
城
に
家
臣
を
派
遣
し
て
い
ま
し
た
が
、

天
正
13（
１
５
８
６
）年
４
月
に
は
島
津
氏
の

有
力
な
家
臣
で
、
当
時
、
宮
崎
城（
宮
崎
市

池
内
）を
守
っ
て
い
た
上
井
伊
勢
守
が
塩
見

城
の
視
察
に
来
て
い
ま
す
。

　
そ
の
と
き
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
守
は

高
城（
木
城
町
）か
ら
尾
鈴
山
の
麓
を
通
っ
て

美
々
津
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
船
に
乗
っ
て

平
岩
に
上
陸
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
平
岩
か
ら
は
、
山
沿
い
の
道
を
通
っ
て
塩

見
城
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
船
に
乗
っ
た

こ
ろ
に
は
も
う
夕
暮
れ
が
迫
っ
て
い
た
の
で

「
名
に
し
お
ば
、
聞
い
て
答
え
よ
美
々
津
な

る
、
向
い
に
宿
は
有
る
や
無
し
や
と
」の
一

首
を
詠
ん
で
心
配
し
て
い
ま
す
。

塩見・権現原から望む塩見城跡

アクセス　国道10号塩見大橋から椎葉方面へ車で５分
文　文化スポーツ課文化財・文化振興係（☎内線6231）

健康一番

地球共生

hea l th

今
年
４
月
、
元
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
で

女
優
の
田
中
好
子
さ
ん
が
乳
が
ん

の
た
め
55
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
発
症
は

35
歳
ご
ろ
の
よ
う
で
す
。
乳
が
ん
は
女
性
の

が
ん
の
中
で
も
最
も
患
者
数
が
多
い
が
ん

で
、
20
人
に
1
人
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
50
歳
前
後
が
発
症
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
。
ま
た
子
宮
頸
が
ん
も
、
女
性
の

が
ん
で
は
乳
が
ん
に
次
い
で
多
い
が
ん
で

す
。
子
宮
が
ん
は
、
乳
が
ん
と
発
症
時
期

が
異
な
り
20
～
30
代
の
発
症
が
多
い
が
ん
で

す
。
特
に
30
代
で
の
発
症
が
ピ
ー
ク
で
、
そ

の
発
症
数
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
何
よ

り
重
要
で
す
。
し
か
し
、
早
期
発
見
に
欠
か

せ
な
い「
が
ん
検
診
」の
受
診
率
は
、
20
％
以

下
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。

　
が
ん
は
知
ら
な
い
う
ち
に
発
生
し
て
、
一

定
の
大
き
さ
に
な
ら
な
い
と
症
状
は
現
れ
ま

せ
ん
。
日
本
人
の
2
人
に
1
人
が
、
が
ん
に

な
る
と
い
わ
れ
る
時
代
で
す
か
ら
、
自
分
は

大
丈
夫
と
い
う
考
え
は
危
険
で
す
し
、
症
状

に
気
付
い
て
受
診
し
た
場
合
、
が
ん
は
進
行

し
て
い
て
手
遅
れ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
８
月
か
ら
、
料
金
が
割
安
で
市
内
を

検
診
車
で
巡
回
す
る
集
団
検
診
を
開
始
し
ま

す
。
集
団
検
診
の
場
合
は
、
事
前
申
込
が
必

要
で
す
。
４
月
の
班
回
覧
で
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
人
で
も
、
６
月
末
日
ま
で
電
話
で

申
し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

◉
乳
が
ん
検
診　

30
歳
以
上
＝
２
０
０
０

円
、
70
歳
以
上
＝
１
０
０
０
円　
※
２
年
に

１
回
の
受
診

◉
子
宮
が
ん
検
診　
20
歳
以
上
＝
１
０
０
０

円
、
70
歳
以
上
＝
４
０
０
円　
※
２
年
に
１

回
の
受
診

◉
肺
が
ん
検
診　
40
歳
以
上
＝
Ⓐ
Ⓑ
の
ど
ち

ら
か
１
つ
を
選
択　

Ⓐ
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

（
無
料
）※
65
歳
以
上
の
場
合
は
申
込
不
要
。

Ⓑ
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
診
＝
３
０
０
０
円

問
健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
・
地
域
医
療
係

　
（
☎
内
線
２
１
１
１
）

４
月
の
班
回
覧
で
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
は
必
見
で
す

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
、
６
月
末
ま
で

環
境
市
民
会
議
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
自
由
に
参
加
し
て
、
日
ご
ろ
か

ら
考
え
感
じ
て
い
る
環
境
や
ご
み
の
問
題
に

つ
い
て
、
学
び
意
見
を
出
し
合
う
場
で
す
。

　
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
4
木
曜
日
の
午
後

7
時
か
ら
、
市
中
央
公
民
館
第
4
研
修
室
で

定
期
的
に
開
い
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
内
容
の
日
や
都
合
の
つ
く
日

だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
予
定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
第
3
回　
6
月
23
日
㈭
、
午
後
7
時
か
ら

・
体
験
学
習「
Ｅ
Ｍ
せ
っ
け
ん
作
り
」

・
内
容
＝
ご
み
の
減
量
を
考
え
る
会
の
協
力

で
、
家
庭
で
使
用
し
た
天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃

油
と
米
の
と
ぎ
汁
に
、
Ｅ
Ｍ
発
酵
液
や
カ
セ

イ
ソ
ー
ダ
な
ど
を
加
え
て
、
環
境
に
や
さ
し

い
せ
っ
け
ん
を
作
り
ま
す
。

材
料
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
。
ま
た
作
っ

た
せ
っ
け
ん
は
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

・
定
員
＝
先
着
１
０
０
人

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◉
第
4
回　
7
月
28
日
㈭
、
午
後
7
時
か
ら

・
研
修
会「
市
の
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
」

・
内
容
＝
計
画
の
概
要
と
取
り
組
み
を
説
明

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
参
加
申
し
込

ecology

み
は
不
要
で
す
。

◉
第
5
回　
8
月
25
日
㈭
、
午
後
7
時
か
ら

・
研
修
会「
市
の
環
境
事
情
に
つ
い
て
」

・
内
容
＝
市
の
環
境
対
策
や
自
然
環
境
に
つ

い
て
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
9
月
以
降
も
、
環
境
講
演
会
や
研
修
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

問
環
境
整
備
課
環
境
公
害
係

　
☎
53
・
２
２
５
６

み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う

日
向
市
環
境
市
民
会
議
に
ぜ
ひ
参
加
を

「ＥＭせっけん」のＥＭとは？

　「Effective Micro organisms　（エフェクティブ マイ
クロ オーガニズムズ）」の頭文字から名づけられました。

「有用な微生物群」という意味です。
　ＥＭ菌は、乳酸菌、酵母菌、光合成細菌を多く含んだ
細菌の集まりです。当初は農業用の土壌改良材として用
いられていましたが、悪臭や水質汚染など環境悪化の原
因となる腐敗（酸化）型微生物の増殖を抑える効果もある
ことから、現在ではさまざまな分野で活用が進んでいま
す。
◉主な活用分野
・農業＝土壌改良　・畜産＝糞尿の堆肥化、悪臭除去
・家庭＝家庭排水の浄化、生ごみの堆肥化
・環境衛生＝水質浄化、ごみ処理、排水処理　など

今年の健康まつりは、9月11日日

ダンスなどの発表をする出場団体を募集します
　市民による健康づくりの意識向上を目的に、毎年開い
ている「健康まつり」。実行委員会は、ダンスなどの発表
会の出場希望団体を募集します。日ごろからダンスなど
で健康づくりをしているグループならどなたでも参加で
きます。この機会に日ごろの練習の成果をステージで披
露してみませんか。
◉日時および会場　9月11日㈰、市中央公民館で。
◉参加資格　10人以上の団体（年齢・性別不問）で時間
制限などが遵守できること（申込多数の場合、各団体の
持ち時間などを調整する場合あり）
◉応募締切　6月24日㈮
問同実行委員会事務局（健康づくり課・☎内線2111）
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道駅食楽日向サンパーク「６月のイベント情報」

道の駅とうごう「水無月のイベント情報」

暑
い
日
に
は
潮
音
の「
冷
汁
」を
、

東
郷
産
の
新
名
物「
マ
ン
ゴ
ー
の
卵
」。

冷汁定食　980円

◉お舟出の湯　レストラン潮音
　☎56・3800

レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
特
製
の「
冷
汁
」は
、

地
魚
な
ど
数
種
類
の
魚
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
い
、
香
ば
し
く
焼
き
上
げ
て
で
き
た

コ
ク
の
あ
る
冷
汁
で
す
。
定
食
の
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
は
、
お
刺
身
か
チ
キ
ン
南
蛮
が
選
べ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。◉お舟出の湯営業時間　午前10時から午後10時まで。

◉6月の休館日　６日㈪、20日㈪
　日向サンパーク温泉お舟出の湯☎56・3800
◉定期寄席　６月11日㈯　午後１時から
６月限定お得な前売券販売中　11枚綴り　4000円
　入浴や食事、道の駅「日向」のお買い物にも使えるお得
な前売券をぜひ、この機会にお買い求めください。
サンパーク公園リニューアル　新遊具が完成して新しく
なったサンパーク公園へ遊びに来てください。

東
郷
産
の
新
名
物
、
マ
ン
ゴ
ー
の
卵
。

通
常
よ
り
小
さ
め
な
の
が
特
徴
で

す
。
見
た
目
は
こ
ぶ
り
で
も
味
は
一
人
前
。

半
分
に
カ
ッ
ト
し
て
ス
プ
ー
ン
で
お
召
し
上

が
り
く
だ
さ
い
。
お
土
産
で
も
よ
ろ
こ
ば
れ

る
一
品
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

格安で販売中
新名物、マンゴーの卵
◉ふるさと市場
　☎68・3070

「お舟出とくトクカレンダー」
　  市ホームページからも簡単アクセス！
　　http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/
☜携帯電話からはＱＲコードで！

ふるさと市場　
夏野菜、加工品などが続々入荷中。
◉日時　毎週水曜日と、土・日・祝日。午前８時から午
後５時まで。
ふるさと味工房　そば打ちやとうふ・こんにゃくづくり
などが体験できます。要予約 ☎68・3070
物産センター詩季彩　
人気は牧水そば。奥日向路のお土産物など多数品ぞろえ。
東郷町ふるさと公社 ☎68・3072
◉営業時間　午前８時30分から午後６時まで。
牧水公園　コテージ・テニスコート予約受付中
◉営業時間　午前８時30分から午後５時まで。
牧水公園ふるさとの家　☎69・7720



くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION募　集
Recruit

問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷町地域自治センター ☎69・2111㈹
ホームページで最新情報をチェック！ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

市民によるまちづくりを支援
～下半期実施事業を募集～

　
　市民主体による元気で活力あるまち
づくりを推進するため、市民の皆さん
が知恵を出し合い、地域の特色を生か
して自ら企画・運営するまちづくり事
業の下半期分を広く市民活動団体など
から募集します。
　応募のあった事業は、同事業審査会
の審査を経て、補助金が交付されるこ
とになります。
◉応募できる団体　①市内に活動拠点
を有する非営利活動団体であること。
②５人以上の会員で組織しているこ
と。③組織の運営に関する規約等があ
ること。④宗教活動や政治活動を行う
団体ではないこと。⑤暴力団の構成員
が、団体の役員となっていないこと。
◉募集事業の内容　①市または市内の
特定地域（以下「市、地域」という）の活
性化またはコミュニティの醸成につな
がる事業　②市、地域の特色を生かし
た事業　③市、地域のイメージアップ
や情報発信につながる事業
◉事業実施期間　平成23年10月から翌
年３月の間に実施する事業
◉募集期間　７月１日㈮から29日㈮
まで。※事業の詳細や募集要項などに
ついて不明な点があったら、気軽に問
い合わせてください。
問市民協働課市民協働係（☎内線2853）

～推薦してください～
日向市文化賞授賞候補者

　市は、本市文化の向上発達に特に顕
著な業績を残した人たちを顕彰し、こ
れらの業績に対して市民の皆さんの認
識をさらに高めてもらおうと「日向市
文化賞」を設けています。次のとおり

候補者の推薦を受け付けます。
◉対象者　市内在住者および市に所在
する施設、団体または日向市出身者で
市の文化向上発達に特に顕著な業績を
有する人。
◉授賞式　学術、芸術、技術、体育お
よび文化関係の功績が、特に顕著と認
められた人について顕彰する（自治功
労は含まない）。授賞式は11月3日（文
化の日）。
◉推薦の方法　推薦書による（参考資
料も含め、全書類Ａ４版用紙で５枚以
内）。推薦書は市役所教育別館文化ス
ポーツ課のほか各公立公民館で配布。
◉推薦締切　７月29日㈮
問文化スポーツ課文化財・文化振興係

（☎内線6231）

総合計画審議会委員および
ワークショップ参加者募集

　市は次のとおり「総合計画後期基本
計画」の素案を審議する審議会委員と
素案の策定作業を行っていただくワー
クショップ参加者を募集します。
◉任期　審議会委員は平成23年12月
まで、ワークショップは同８月まで
◉会議の開催予定　いずれも３回程度

（１回２時間程度）
◉募集人員　審議会委員４人以内、ワ
ークショップ参加者25人程度
◉応募資格　市内に在住する人で、公
務員や議員でない人。
◉募集期間　６月15日㈬まで。
◉応募方法　市役所企画情報課などで
配布する指定の応募用紙（市ホームペ
ージからも入手可）を、直接持参、ま
たは郵送、ファクシミリ、メールで。
◉選任方法　書類審査により選考
◉報償費など　審議会委員は会議出席
の際に市の規定による報償費・旅費を
支給。ワークショップ参加者は無報酬。
詳細は、気軽に問い合せてください。

問企画情報課政策推進係（☎内線2215)
 54・1455　 kikaku@hyugacity.jp

放送大学平成 23 年度
第２学期学生を募集

▶教養学部　満18歳以上で大学入学
資格を持っている人は全科履修生に、
満15歳以上の人は選科・科目履修生
として入学できます。また、入学試験
がなく、自宅で大学の授業が受けられ
ます。
・全科履修生（卒業を目指す学生）
・選科履修生（１年間在学する学生）
・科目履修生（半年間在学する学生）
◉応募締切　８月31日㈬
▶大学院（修士選科生・修士科目生）　満
18歳以上であれば誰でも入学できま
す。入学試験はありません。１科目か
らでも学べます。
・修士選科生（１年間在学する学生）
・修士科目生（半年間在学する学生）
◉応募締切　８月31日㈬
▶大学院（修士全科生）　「修士（学術）」
の学位が取得できます。入学試験を行
います。生活健康科学、人間発達科学、
臨床心理学、社会経営科学、文化情報
学、自然環境科学の６つのプログラム
があります。
◉募集期間　８月19日㈮から９月２
日㈮まで。
　※公立学校共済組合員の人、日向市
内在住の人には、入学料を半額補助す
る制度もあります。
問資料請求 放送大学宮崎学習センター
日向市本町11－11 ☎53・1893
願書請求（無料ダイヤル）
☎0120・864・600

四半的を楽しみませんか
体験会員を募集します

　
　四半的日向支部日向協会は、次のと
おり体験会員を募集しています。

おり体力測定会を開きます。年１回の
体力チェックとして参加してみません
か。参加料は無料です。測定結果から
体力年齢、運動能力を確認しましょう。
◉日時＝７月３日㈰、午前８時30分
から正午まで。
◉場所　市体育センター
◉定員　・20歳～ 64歳＝80人、65歳
～ 79歳＝20人
◉測定種目　①握力　②長座体前屈　
③上体起こし　④立ち幅跳び　⑤往復
持久走　⑥反復横とび　※65歳以上
は、④～⑥の代わりに、開眼片足立ち、
10m 障害物歩行、６分間歩行
◉参加料　無料
◉持参品　体育館シューズ、タオル、
飲料水、スポーツのできる服装で
◉申込締切　６月15日㈬
◉申込方法　電話またはファクシミ
リ、メールで。

ひむかＹＯＵゆうクラブ事務局
〠883‒0022　平岩200番地（旧岩脇中
学校敷地内）   080・5260・1515

himukayouyou@gmail.com

夏休みスポーツ教室
参加無料

　小学生以上の親子を対象に夏休みに
スポーツ教室を開きます。ぜひ親子で
一緒に汗を流してみませんか。
◉日時　7月21日㈭から８月11日㈭の
間、毎週木曜日（全４回）。午後７時
30分から９時30分まで。
◉場所　サンドーム日向
◉定員　小学生以上の親子20組
◉内容　フットサル、ドッヂビー、ス
ポーツチャンバラ、ティーボールなど
のニュースポーツ体験講習
◉申込方法　７月７日㈭までに電話、
ファクシミリまたはメールで申し込み
を。詳細は問い合わせてください。
問 文化スポーツ課スポーツ振興係

　四半的弓道は、日南市飫肥地方（旧
飫肥藩城下）におよそ400年前から伝
わる武道弓技で、標的の直径が４寸
５分（約13.6㎝）、弓矢の長さが４尺５
寸（約1.36m）標的までの距離が４間半

（約8.2ｍ）と４. ５を基準として正座姿
勢の状態で弓を射るのが特徴です。　
　体験会員には公認指導員が親切に指
導、練習用の弓具も無料で貸し出しま
す。 ぜひ、一緒に生涯スポーツとし
て四半的を楽しみませんか？
問市内の道場および連絡先
・日向道場＝田原 ☎53・0366
・堀一方道場＝児玉 ☎52・6740
・曽根道場＝三樹 ☎53・0603
・庄手道場＝守永 ☎52・1970

ミニバレーボール・卓球
初心者向け教室

　
◉０から始めるミニバレーボール教室
・日時＝６月23日㈭から７月７日㈭の
間、毎週木曜日（全３回）。午後７時
30分から午後９時30分まで
・場所＝財光寺小学校体育館
◉０から始める卓球教室
・日時＝６月24日㈮から７月８日㈮の
間、毎週金曜日（全３回）。午後７時
30分から午後９時30分まで
・場所＝富高小学校多目的ホール
◉定員　各先着20人（性別・年齢不問）
◉参加料　200円
◉申込方法　６月15日㈬までに電話、
ファクシミリまたはメールで申し込み
を。詳細は問い合わせてください。

ひむかＹＯＵゆうクラブ事務局
〠883‒0022　平岩200番地（旧岩脇中
学校敷地内）   080・5260・1515

himukayouyou@gmail.com

体力測定会７月３日日　あな
たの体力年齢は何歳でしょう

　ひむかＹＯＵゆうクラブは下記のと

（☎内線6234）　  56・0018
bunka@hyugacity.jp

文化・スポーツ大会などへの
出場には奨励金があります

　日向市文化スポーツ振興基金を活用
した事業のひとつに、文化スポーツ大
会等出場奨励金交付事業があります。
　この事業は、県や九州地区の代表と
して、文化やスポーツ大会などに出場
する個人や団体に、公的な助成がされ
ない場合に限って奨励金を交付するも
のです。
　平成22年度は、44団体（個人を含む）
430人に総額2,442千円を交付しまし
た。交付には事前の申請が必要です。
　ほかにも条件がありますので、詳細
は問い合わせてください。
問  文化スポーツ課スポーツ振興係

（☎内線6234）

55 ～ 64歳の求職者が対象
調理補助講習～受講無料～

　ハローワークで求職登録しているお
おむね60歳代前半の求職者を対象に、
宮崎県シルバー人材センター連合会が
開く調理補助講習。受講は無料です。
◉調理補助講習
・受講期間＝７月20日㈬から８月５日
㈮まで。
・場所＝市中央公民館
・募集定員＝20人（定員を超えた場合
は連合会で選考）
・申込方法＝所定の申込用紙を、７月
５日㈫までに郵送またはファックス。
※この講習は、厚生労働省の委託を受
けて、高齢者の雇用就業につなげるた
めに実施するものです。不明な点は気
軽に問い合わせてください。
問㈳県シルバー人材センター連合会
〠880‒0867　宮崎市瀬頭２‒６‒14
☎0985・31・3775  0985・31・3776
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くらしの相談日　まずは気軽に相談してください。
人
権
相
談

◉
６
月
１
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館
お
よ

び
南
日
向
公
民
館
で
。

行
政
相
談

◉
６
月
１
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館
で
。

◉
６
月
15
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
東

郷
支
所
で
。
※
毎
月
第
２
、
第
３
金

曜
日
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
の

間
、
日
向
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」で
も

受
付
中
。
☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
６
月
15
日
㈬
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
、
市
中
央
公

民
館
で
。
※
弁
護
士
会
、
司
法
書
士

会
日
向
支
部
に
よ
る
無
料
相
談
も
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。
日
時
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
市
民
相
談
係（
☎
内

線
２
１
４
０
）へ
。

障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

◉
６
月
９
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
西
口
そ
ば

市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ
い
と
ぴ

あ
」で
。
☎
52
・
５
４
３
４

年
金
巡
回
相
談

◉
６
月
23
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館
で
。

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
６
月
20
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
11

時
ま
で
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
。

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、火
、

木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
、「
さ
ん
ぴ
あ
」で
。
☎
55
・

１
６
６
０

青
少
年
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
毎
週
火

曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。対
象
は
幼
児
、小・中・

高
校
生
、
青
年
な
ど
。
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
内
青
少
年
相
談
室
ま
で
。

☎
54
・
８
１
８
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
誰
か

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
精
神
の
病
気
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
し
て
、
精
神
科
医
と
保
健
師
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

◉
６
月
21
日
㈫
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
、
日
向
保
健

所
で
。
予
約
は
☎
52・５
１
０
１
へ
。

中
小
企
業
の
無
料
経
営
相
談
会

◉
６
月
13
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
日
向
地
区
中
小
企
業

技
能
セ
ン
タ
ー
で
。
相
談
は
無
料
。

商
工
港
湾
課
商
工
振
興
係（
☎
内
線

２
６
３
６
）へ
事
前
予
約
を
。

迫る危険が、携帯メールに届く
　気象情報や避難勧告・指示の発令、
また火災や防犯など、あなたの身に
迫る危険をいち早くメールで配信し
ます。ぜひ登録して
災害などに自ら備え、
家族や身近な人たち
の安全を守るために
活用してください。

問日向市消防本部 ☎52・2840

４月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
261 6 4

毎月20日は「交通事故死ゼロの日」
　昨年中の県内の交通事故死者数は、
前年に比べ30.1%の大幅減となり、平
成20年に引き続き減少率は全国第１位
でした。市は交通事故死ゼロ最長642
日間の更新を目標に毎月20日を「交通
事故死ゼロを目指す日」として街頭啓
発に取り組みます。家庭・地域ぐるみ
で交通安全にご協力をお願いします。

問市民課市民相談係（☎内線2140）

４月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比42（－４） 102（－2）

Q. 国民年金保険料を納めるこ

とが困難なときの、免除制

度とは、どのような制度ですか？

A. 会社を退職して、国民年金に

加入した場合や所得が低いな

どの理由により申請することで、保険

料の納付が免除される制度です。

　保険料は本人、配偶者及び世帯主の

前年度所得に応じて定められた所得基

準によって、全額、３／４、半額、１／

４の免除を受けることができます。

　「全額」以外は免除後の額を納付しな

いと未納扱いとなります。会社を退職

した場合には、失業による特例で離職

票や雇用保険受給資格者証などの写し

を添付することで、離職者本人は全額

免除に該当すると見なされます。

　ほかにも大学、短大、専門学校など

に在学する学生に適用される学生納付

特例制度や30歳未満の人で同居して

いる世帯主の所得にかかわらず、本人

と配偶者の所得で納付が猶予される若

年者納付猶予制度もあります。

問市民課国民年金係（☎内線2132）

くらしのはてな？に
やさしく答えます

S

▲

　夕方６時に煙火でお知らせ。夏の訪れ
を告げる土曜夜市が始まった。50年の歴
史。７月２日までの土曜日、上町・本町商
店街は歩行者天国になる。昨年、夏の催
しは口蹄疫でほぼ中止に。今夏のイベン
ト計画は着々と進行中。詳報は次号で。

H

▲

　待ち望んだ春もいつの間にか過ぎて行
き、少しずつ暑い夏が近づいています。
ついこの前までは「寒い、寒い、早く暖
かくなれ！」と思っていたのに、今度は、

「暑い、暑い」と思っています。暑い夏を
楽しめる心が持てるといいですよね！

from Editor`s room 編集後記

くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION
お知らせ

Info

問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

６月の納税
市 県 民 税 １期
国民健康保険税 １期

納付期限　6月30日㈭
口座振替　6月27日㈪

税　目 ６月 ７月 ８月
市県民税 １期 2期
軽自動車税
固定資産税 2期
国民健康保険税 １期 2期 ３期
介護保険料1号 １期 2期 ３期

納税は納期内に！

市有財産（旧日向ハイツ施設）
の売り払いについて

  市は、下記の市有財産を一般競争入
札により売り払いします。
◉売払物件　▶土地　日向市大字日知
屋字米ノ山682番254、地積16163.62
㎡　▶建物　・宿泊所＝鉄筋コンクリ
ート造４階建、4867.4㎡　・共同住宅＝
鉄筋コンクリート造３階建、288.01㎡
　・車庫＝鉄骨造平屋建91.80㎡ほか。
◉入札参加申込　６月３日㈮までに郵
送または持参（郵送の場合は、同日午
後５時必着）。
◉入札日時　６月８日㈬、午後１時
30分から市役所本庁舎２階委員会室。
※入札案内および物件情報の詳細など
は市ホームページに掲示しています。
問観光振興課観光施設係（☎内線2638）

地デジ化すんでますか
アナログ放送は7月で終了！

　地上アナログ放送は７月24日で終
了。地上デジタル放送に完全移行し、
これまでのアナログテレビでは、テレ
ビ放送を見ることができなくなりま
す。もう一度、家庭のテレビの確認を
お願いします。
　「地デジが映るのかな？」と心配な人
は、デジサポ宮崎（テレビ受信者支援
センター☎0985・68・2211）が無料で
相談に応じ、必要な場合は無料で現地
調査も行います。
　また、７月１日㈮からしばらくの間、
デジサポ宮崎が日向市役所１階に相談
窓口を設けますので、気軽に利用して
ください。
◉地デジ詐欺に注意してください。
　国や放送局がお金を請求することは

絶対にありません。次のような地デジ
に便乗した詐欺が発生していますので
注意してください。
▶業者が地デジ普及のためと集金にや
ってきた。地デジ工事をかたって前金
をだまし取られた。▶総務省（デジサ
ポ）と名乗る職員が訪問し費用を請求
された。
　被害にあわないためには、①頼んで
いないことに対する請求や、覚えのな
い請求は、はっきりと断る。②絶対に
部屋に上がらせない。③訪問者の名前
や連絡先などを聞いてメモし、身分証
明書の提示を求める。④ひとりで判断
せず、家族や信頼できる近くの電器店、
デジサポなどに相談する、などの対応
をお願いします。
問企画情報課情報政策係（内線☎2334）

６月の子ども手当現況届の
提出は不要になりました

 　子ども手当を受けている人は、毎
年６月に子どもの養育の状況を届け出
る｢現況届｣を提出する必要があります
が、国からの通達により平成23年６
月の「現況届」の提出は不要になりまし
た。今後、届出・申請などが必要とな
った場合は対象者に通知します。
問こども課支援係（☎内線2163）

県が行う物品等の競争入札参
加資格審査申請の定期受付

　宮崎県が行う物品の買入れなどの入
札に参加するためには「競争入札参加
資格者名簿」への登載が必要です。　
下記のとおり、競争入札参加資格審査
申請を受け付けます。
◉受付期間　７月１日㈮から29日㈮
の間（土日祝日を除く）、午前９時から
午後４時まで。
◉受付場所　県庁附属棟303号室
◉出張受付（県北）　7月21日㈭、22日

㈮の２日間、午前9時30分から午後４
時まで、延岡総合庁舎（愛宕町２丁目
15）、201号および202号会議室で。
◉申請書配布場所　総務事務センタ
ー、日向県税・総務事務所
問宮崎県総務部総務事務センター
　☎0985・26・7208　物品担当

「絆・キラッと祭り in 日向」
第７回七夕まつり７月３日日

　
　市内の保育園や社会福祉施設など
54団体が、さまざまな七夕飾りを制
作。JR 日向市駅西口キャノピー下に
７月１日㈮から15日㈮の間、きれい
に飾り付けます。７月３日㈰は、楽し
いイベントもありますので、ぜひ遊び
に来てくださいね。
◉イベント日時　７月３日㈰、午前
10時から午後２時まで（雨天決行）。
◉場所　駅前交流広場ひむかの杜ほ
か。※雨天時は駅周辺高架下ほか。
◉イベント内容
・ステージ＝こどもたちのダンス、合
唱、ミニマジックショー、和太鼓演奏、
ジャンベなど。
・遊びのコーナー＝段ボールジャンボ
迷路、忍者迷路、コリントゲーム、射
的ゲーム、スタンプラリーなど。
※軽食コーナーや日向物産振興協会加
盟店などによる出店もあります。
問第７回七夕まつり実行委員会
　☎52・2903（上町保育所）

催　し
Event

宮崎県
防災・防犯情報
メールサービス
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人のうごき平成23年５月1日現在

人　口 62,586 人 （ ＋90 ）
男 29,572 人 （ ＋61 ）
女 33,014 人 （ ＋29 ）

世帯数 25,211 世帯 （ ＋125 ）

※数値は、平成17年国勢調査をもと
に算出した推計人口（現住人口）。外国
人登録者を含む。（ ）内は、対前月比。

４月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
437 341 44 50

市民が奏
かな

でる “ 交響 ” 空間
優しく 強く 温かい 人とまち

日向市

表紙のよこ顔

第６回わんぱく相撲日向場
所 が５月15日、 駅 前 交 流
広場ひむかの杜で開かれま
した。市内や門川・美郷町
から小学生男女約70人が
出場。土俵上で白熱した取
り組みが繰り広げられまし
た。４年生以上の優勝者は
７月31日に東京両国国技館
で開かれる全国大会に地区
代表として出場します。

︹
今
月
の
歌
の
意
味
︺

　

寄
っ
て
来
て
は
、
う
す
れ
て
消
え
る
６

月
の
雲
が
た
え
ま
な
い
。
富
士
の
山
の
あ

た
り
に
。

︹
歌
の
鑑
賞
︺

　

大
正
11
年
６
月
、
静
岡
県
の
富
士
山
の

南
の
麓
の
大
野
原
を
訪
れ
た
時
の
作
で
あ

る
。

　
牧
水
は
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と
を
楽
し

み
と
し
た
。
自
宅
か
ら
は
愛
鷹
山
が
前
に

あ
っ
て
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
裾
野
を
よ
く
歩
い
た
の
で
あ
る
。

水
無
月
す
な
わ
ち
６
月
な
の
で
雲
は
多
か

っ
た
ろ
う
が
、
雲
も
ま
る
で
富
士
山
が
好

き
で
近
づ
い
て
い
く
み
た
い
に
思
え
る
と

こ
ろ
が
面
白
い
。

伊
藤
一
彦
著（
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
長
）

牧
水
か
る
た
百
首
鑑
賞「
命
の
砕
片
」よ
り

寄
り
来
り
う
す
れ
て
消
ゆ
る
水
無
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雲
た
え
ま
な
し
富
士
の
山
辺
に
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若
山
牧
水
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　　　
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
は
、
収
蔵
品
の

整
理
に
伴
い
、
新
し
く
牧
水
直
筆
の
掛
軸

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

団
扇
＝「
な
ま
け
つ
つ
心
く
る
し
き
わ
が

肌
の
汗
ふ
き
か
ら
す
夏
の
日
の
風
」

掛
軸
＝「
老
い
ゆ
き
て
か
へ
ら
ぬ
も
の
を

父
母
の
お
い
ゆ
く
姿
見
守
れ
よ
子
よ
」　

な
ど

開
館
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

入
館
料 

高
校
生
以
上
＝
３
０
０
円

 

小
・
中
学
生
＝
１
０
０
円

◉
問
い
合
わ
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若
山
牧
水
記
念
文
学
館

☎
68
・
９
５
１
１

　
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
の
開
館
と
同
時

に
ス
タ
ー
ト
し
た
若
山
牧
水
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
、
こ
の
た
び
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
発
足

時
か
ら
ほ
ぼ
２
倍
に
増
え
た
全
国
の
牧
水

歌
碑
を
追
加
し
ま
し
た
。
今
後
も
写
真
な

ど
を
随
時
追
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
牧
水
の
残
し
た
約
９
千
首
の

短
歌
を
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
が
で
き
る

よ
う
に
現
在
準
備
中
で
す
。
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